事業報告書


	事業名
	東近江における歴史､文化､風俗などの映像記録

	団体名
	東　近　江　映　像　記　録　会

	実施場所
	東　近　江　市　全　域

	参加者数
	　例会　５７人　　　　撮影行動　　87人

	事業の概要
	　会を設立後、毎月第２金曜日に例会を開き、会の事業に関する事以外にも、侃侃諤諤の議論を重ね、退会する会員も出ましたが、新規会員の参加も得て、2月には、１０回目の例会を開く事が出来ました。

　映像記録行動としては、6月２８日に愛東町の東光寺、木地師の里や大萩茗荷村、８月３０日に郷土史研究家中嶋氏の案内で、小脇郷の遺跡探訪、９月２９日の御園まちあるきに、会員田中同行、１０月１１日に八日市郷土文化研究会、能登川史談会等東近江市郷土史７グループによる「第２回東近江の歴史散歩」に会員田中、加藤参加、１１月２２日東光寺再訪等野外活動を行い、いくつか成果としての作品を作る。

　能登川博物館の学芸員さんと交流ができ、懇談をしている中で、失われゆく民具の製作過程を映像で残す企画が持ち上がり、協力することになる。漁具「タツベ」、「もり（もんどり）」、の製作過程の記録会を、２月２日、２月６日、２月２２日に能登川の栗見新田、福堂で「タツベ」「もり」で、現在も趣味として漁をされており、製作の技術を保持されている年寄りに協力を得て、記録撮影を行う。

又、積極的に色んな研修会にも参加する事を会員に奨励し、滋賀県地域情報化推進協議会主催のしが情報化セミナー、住民ディレクター体験ミニ講座、住民ディレクター養成講座等に参加することで、会員の技術の向上、新たな会員の獲得に努力する。

　滋賀県地域情報化推進会議主催の「住民が作る、デジタル影像コンテスト」へ、会員2人が作品を応募し特別賞を得る。








※事業の実績がわかる資料や写真を添付すること。
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